
　　　　

2025 年 3 月 10 日

9 時 00 分から 17 時 00 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

七夕、クリスマス会、防災訓練、誕生日会など

家族支援

子育ての悩みや、家庭内での悩み事を聞く機会を確保し不安に寄り添えるよう
な支援をおこないます。 移行支援

保育所・幼稚園・学校や関連の医療・福祉施設と情報の交換や共有をおこ
なうとともにご家族の移行等の悩みにも寄り添い支援します。

地域支援・地域連携

障害のある方と地域の方が一緒になって楽しめる行事を企画運営し、地域の理
解を深めていきます 職員の質の向上

法人内研修（年3回）必要な外部研修への参加

支　援　内　容

本
人
支
援

手洗いや、適切な食事（間食含む）、水分摂取など、日常生活に必要なスキルの獲得を目指します。
発達段階やライフステージを見通した身体の変化や心の変化にも寄り添い、安心して成長できるような支援を提供します。

体の筋力維持や向上、体力づくり、指先、体の動かし方などを意識し、体のコントロールが上手にできるよう支援します。
五感を十分に活用できるような遊びを取り入れた支援をおこない、感覚を磨いていきます。

実体験を通じ、熱い、冷たい、柔らかい、固いを感じることで認知力の向上を目指します。
実生活の場面で、職員が理由をつけて行動を促すことにより、場面から認知へつなげ、行動へ移せるよう支援します。

実生活の場面で必要な時に必要な言葉を伝えられるよう支援します。
言語だけではなく、色々な表現方法を覚え、自分の気持ちを様々な形で伝えられるよう支援します。

実生活の中で、挨拶を基本とし他者との交流ができるよう支援します。
集団生活を通じて、ルールや順番を守ることや、協調した関りがもてるように支援します。

法人（事業所）理念
この法人は、広く障害のある人々に対して、健常者とともに助け合って生活や就労の場など、地域生活を守るために必要と思われる環境を整え、生活自立及び社会参加活動を築き、全て
の人が健やかに暮らせるノーマライゼーション社会の実現と福祉の増進に寄与することを目的とする。

支援方針

集団療育を基礎とし、日常生活の中からひとりひとりの子どもたちの課題を見つけ、楽しみながら将来に向けて自立心を高め自身をもった行動ができるように支援をします。また、ご家
族への相談援助、関係機関との連携を実施し、包括的な支援をおこなえるよう努めています。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 ほしのこ 支援プログラム（児童発達支援事業） 作成日


